
認め合い、つなぎ合い、支え合うまち北海道厚真町

厚真町が目指す重層的支援体制整備事業の取り組み目標
■町全体の支援関係機関が既存の取り組みを有機的に活用した「包括的な支援体制」の構築
■複雑化・複合化した地域住民の支援ニーズに対応できる包括的な支援体制の整備

～だれひとり取り残されなずに暮らしつづけられる町づくりを目指していきます～

体制づくりの特徴
■包括的な相談窓口体制
・町と社協に包括化推進員を配置し行政と社協
が一体的となることで双方の機能が有機的に
高まっていくことを目指します。

■多様な居場所づくり
・居場所の新設と既存施設（例えば高齢者デイサービス
でのこども食堂、こどもの活動拠点を併設）

・既存の制度や対象者にとらわれない居場所の多様化
■多機関連携の強化
・定例（月１回）会議により情報の共有とコーデ
ィネートにより支援の円滑化を図ります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ図 地 域(住民が主体となっていきいきと暮らしていけるコミュニティ) 

分野を超えてすべて受け止める 
包括的な支援体制 

４つの支え 
 
高齢者支援 
障害者支援 
子育て支援 
生活困窮者支援 

４つの安心 
 

地域医療/健康づくり 
住まい/くらし 

６つの充実 
持続可能なこれからの地域づくり 多様な主体による連携したしくみ 

つながりあえる関係 安心した暮らし 続けられる地域の活動 

困りごとを抱える人に寄り添う 

自治協 

地域福祉ネットワーク会議 

 

地域課題を解決する場 

プラットフォーム 
・地域課題や問題の共有 
・ノウハウや機能、資源の共有 
・交流の場づくり 

民生委員・ 
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②厚真町重層的支援体制整備事業実施体制

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
住民からの相談 

地域からの情報提供 

包括的相談支援事業 
 
・地域包括支援センター 
・障害者相談支援センター 
・利用者支援事業 
・自立支援相談支援事業 
 

継続的支援事業 
 
（きっかけをつくるためにアウトリーチなど
様々な手法で関わりを続ける） 
・包括的相談支援事業の実施機関＋生活支援コ
ーディネーター 
（委託） 

多機関協働事業 

住民課総合相談支援グループ 
厚真町社会福祉協議会 
 
相談包括化推進員 
 

重層的 
支援会議 
（地域ケア会議） 

参加支援事業 

・支援のマッチング 
・利用後のフォロー 

・既存の資源の活用 
・新規の資源を開発 

地域づくり支援事業 

・一般介護予防事業 
・生活支援体制整備事業（協議体コーディネート事業）＋共助の基盤づくり事業 
※生活支援コーディネーター（社会福祉協議会業務委託） 
・地域活動支援センター（障がい） 
・子育て支援拠点事業（子育て包括支援センター等） 
・自立相談支援事業による地域づくり 

 

〇事業実施にあたり新たに町では基幹
相談支援センター等機能強化事業及び
自立支援相談事業（福祉事務所未設置
町村）を委託により新設し、これまで
以上に包括的な窓口体制となりました。
また、継続的支援事業については、移
行準備事業から参画いただいている町
社協が継続して受託することで円滑に
移行することができました。
今後多様な町民の参加拠点の整備を進
めていきます。

自治体概要（R5.3月末現在）
①人口 4,355人
②日常生活圏域 １圏域
③小学校２校 中学校２校



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

包括的な相談支援体制のイメージ（主に庁内における連携と地域課題の把握の流れについて） 

 

・高齢者の総合相談窓口と共に分
野を問わない福祉相談の一時窓口 
・民生委員、地域福祉コーディネ
ーター、役場に寄せられた相談を
一時窓口として集約 
・保健・福祉・介護の専門職チーム 
※相談支援包括化推進員２名 
 

 

  

地   域   住   民 

分野を問わない「一次相談機関」 

社会福祉法人 
厚真町社会福祉協議会 

・「生活でお困りのこと」につい
て経済的困窮だけでなく、ひき
こもり、社会的孤立もふくめ幅
広く相談対応 

・福祉、就労、伴走型支援の専門
職チーム 

 

住民課 

福祉グループ 

（高齢） 

住民課 

健康推進 

グループ 

 

※相談支援

包括化推進

員１名 

 

地域包括 
支援センター 
（委託） 

自立相談 
支援機関
（委託） 

地域福祉計画推進委員会で地域課題を施策に反映

aa 

福祉施策調整会議（仮称） 
【住民課】 

※相談支援包括化推進員１名 

・会議の目的 地域ケア会議で抽出した
地域課題を施策に反映する。 

・相談支援包括化推進員、地域福祉コーデ
ィネーターも参加 

地
域
課
題 

抽
出
整
理 

反
映 

地域ケア会議【地域包括調整係・住民課】※相談支援包括化推進員１名（調整係） 

・「地域生活課題の解決」が会議の目的 「個別会議」「運営会議」「担当者会議」「相談事案調整会議」を開催 
・福祉部局・社協の職員だけではなく、必要に応じて、本人、家族、地域住民、税や教育の部局、地域の関係機関も参加 
・社会福祉法「相談支援包括化推進会議」介護保険法「地域ケア会議」生活困窮者自立支援法「支援会議」に位置づけ 

相談支援包括化推進員が、 
多機関連携が必要な相談支援・地域課題の把握・施策への反映をコーディネート 

住民課 

（総合相談支援グループ） 

相
談 

相談支援包
括化推進員
によるコー
ディネート 

住民課 

福祉グループ 

（障がい） 

③包括的な相談支援体制の構築

厚真町では、町と社協に総合
相談に対応できる「一次相談
窓口」を設置することで多角
的なフィルターの役割と横断
的な支援を目的としています。
これまで以上に関係機関と密
接な関係が構築できるよう毎
月定例支援会議を開催してい
ます。


